
       

去
る
六
月
十
日
（
土
）
こ
れ
以

上
無
い
晴
天
の
中
、
四
十
四
名
の

参
加
者
を
集
め
、
恒
例
の
研
修
旅

行
に
参
り
ま
し
た
。 

  

今
回
は
、
徳
川
四
天
王
の
一
人

井
伊
直
政
の
養
母
で
あ
り
、
今
年

の

大

河

ド

ラ

マ

の

主

人

公

で

あ

る

井

伊

直

虎

に

ゆ

か

り

の

あ

る

名
所
を
訪
れ
る
旅
で
し
た
が
、
出

発
早
々
、
東
名
高
速
で
大
事
故
が

発
生
し
、
通
行
止
め
と
の
情
報
が

飛
び
込
ん
で
き
て
、
ど
う
な
る
こ

と
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

は
新
東
名
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
、
最
初
の
訪
問
地 

      

「
東
海
の
名
城
」
掛
川
城
に
着
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

日

本

初

の

本

格

木

造

天

守

閣

は
、
勾
配
が
大
変
急
で
し
た
が
、 

多
く
の
方
が
、
最
上
層
ま
で
登
り
、

景
色
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

          

お

昼

を

国

民

宿

舎

奥

浜

名

湖

で

い

た

だ

い

た

後

、

浜

松

市

の

「

お

ん

な

城

主

直

虎

大

河

ド

ラ

マ
館
」
を
訪
れ
、
人
間
関
係
や
こ

の

土

地

と

の

関

係

を

皆

さ

ん

興

味
深
く
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の

案

内

で

龍

潭

寺

に

場

所

を

移

し
、
ま
ず
、
直
虎
の
先
祖
で
井
伊

氏

初

代

と

な

る

共

保

が

生

ま

れ

た

と

伝

わ

る

井

戸

の

説

明

を

受

け
ま
し
た
。 

         

 

そ
れ
か
ら
直
虎
・
直
政
は
じ
め

井

伊

家

代

々

の

墓

所

を

お

参

り

し
、
い
よ
い
よ
本
堂
へ
。 

う

ぐ

い

す

張

り

の

廊

下

を

渡

り
な
が
ら
、
左
甚
五
郎
作
の
龍
の

彫
刻
は
じ
め
、
多
く
の
文
化
財
を

目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

圧
巻
は
、
国
指
定
名
勝
の
庭
園

で
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。 

         

バ

ス

の

中

で

も

景

品

を

目

指

し
、
ク
イ
ズ
や
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上

が
り
、
参
加
者
一
同
、
思
い
出
深

い
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。 
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